
        
            
                
            
        

    
	 

	神にすべての栄光がありますように。

	  

	私がまとめた資料を学習するあなたに神の祝福がありますように祈ります。神があなたの心を開いてこの情報を受け取り、それに従って生きてくださいますように。

	アンドリュー
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序文

	ペテロ第二書に関するこの学習ガイドへようこそ。このガイドのページには、新約聖書の短くても深い手紙を探求するのに役立つ貴重な洞察、質問、考察が含まれています。

	ペテロ第二の書は伝統的に使徒ペテロのものとされており、霊的な知恵、励まし、戒めの豊富な情報源です。キリスト教の成長、偽りの教えの危険性、キリストの再臨の約束、新しい天と地の希望などの重要なテーマを扱っています。さまざまなイデオロギーや影響があふれる世界においても、ペテロ第二の教えは時代を超越し、現代のクリスチャンに指針を与え続けています。

	この学習ガイドは、個人で学習している場合でも、グループで学習している場合でも、教会の環境で学習している場合でも、ペテロ第二の手紙の内容をさらに深く掘り下げるのに役立つように設計されています。さまざまな学習の好みや参加レベルに応じて、多肢選択式、穴埋め式、振り返り型の質問など、さまざまな質問形式が提供されています。あなたが経験豊富な聖書研究者であっても、初めて聖書を研究する人であっても、ここにはあなたのための何かがあります。

	ペテロ第二を通してこの旅に乗り出すとき、神の御言葉の理解が深まり、信仰が強められ、敬虔で聖な生活を送るよう励まされますように。この手紙の教えがあなたに恵み、知識、知恵において成長するよう促し、キリストの再臨の約束に希望を見いだすことができますように。

	この学習ガイドをお選びいただきありがとうございます。ペテロ第二の探求が霊的な成長と再生の源となりますように。

	アンドリュー

	 


この研究の紹介

	この研究は、ペテロ第二書から抜粋した聖書のさまざまな節に基づいた質問で構成されています。

	この研究のパート 1 では、本の背景情報、たとえば、誰が、いつ、誰に、なぜ、そして本のその他の側面を調査します。

	パート 2 は節ごとの学習で、読者は各章の終わりにある質問とタスクを完了する必要があります。これがセルグループ環境で行われる場合、これらの答えはグループ内で話し合う必要があります。

	パート 3 は知識テストで構成されており、学習内容をテストすることができます。このセクションはすべての章を網羅しており、さまざまな質問に答える必要があります。

	この研究の電子書籍版を使用しているとします。その場合、質問に対する答えを記録できるノートを手元に用意しておくことをお勧めします。知識に関する質問をテストするために追加のスペースが必要になる場合もあります。

	質問に答えることは競争ではありません。答えを書き留める際には、特にこれらの質問とその答えを人生に応用する場合には、慎重に検討する必要があります。

	聖書研究に参加するということは、読者が聖書を理解する必要性と、神とその道を知り理解することに伴う知恵の深さを認識していることを示唆しています。これは精神的な旅であり、詩句、作者が意図した意味、そして人生への応用を調査するのに時間がかかります。道の各段階に先立って必ず祈りを捧げ、聖霊の導きを許し、神についての知識に心と思いを開くようにしてください。

	この研究は、あなたの人生の現実に当てはまる可能性があるため、重要です。言い換えれば、この研究は、この本の神学と、この本から導き出されたその他の原則を、原則を私たちの日常生活に適用しやすくする枠組みの中で検討します。この研究は解説ではなく、各書籍に関する具体的な情報が提供されていますが、この研究は原文の批評には関与していません。

	 



PART 1 :書籍情報


	 

	
ライター

	
ペテロ第二と呼ばれる聖書の手紙の著者は伝統的に使徒ペテロであると考えられています（ペテロ第二 1:1）。本文は、これがペテロからの以前の手紙 (ペテロ第二 3:1) の続編であることを示唆しており、おそらく第一ペテロを暗示していると思われます。しかし、ピーターが紛失した手紙について言及していた可能性は考えられます。ペテロの運命とヨハネ 21:18 のイエスの言葉との間には注目すべき関連性があり、ペテロの最終的な死に方に関するイエスの予見を示しています (2 ペテロ 1:14)。

	しかし、現代の学者は伝統的なピーターの帰属から大きく乖離しています。ほとんどの学術的合意は、ペテロ第二は使徒自身によって書かれたものではないことを示唆しています。ピーターの他の既知の著作と比較した文体、神学的強調、歴史的背景の違いなど、さまざまな要因がこの結論に寄与しています。その代わりに、この手紙はおそらく初期のキリスト教共同体内で本文に権威を与えるためにピーターの名前を採用した匿名の著者によって後で作成されたと提案されています。

	ペテロが聖書外の『ペテロ第二』の著者であることを裏付ける証拠は、早くも 3 世紀に現れています。しかし、教父たちの著作の中でペトリンの著者としての言及は、他の新約聖書の本に比べて著しく少ない。この初期の証言の不足は、聖書の信頼性に異議を唱えようとする懐疑論者の厳しい監視を招き、ペテロ第二が批判の焦点となっている。

	皮肉なことに、ペテロはまさにこの手紙の中で、使徒や旧約聖書の預言者の教えから逸脱する異端者の影響に対して警告しています。しかし、現代の批評家自身がこれらの基本的な教えから逸脱している人もいます。ペトリンの著者であることに疑問を抱くすべての人が異端者とみなされているわけではないことに注意することが重要です。一部の伝統的に保守的な学者たちは、特定の批評家によって提示された議論に取り組んで、自分たちの立場を再考し、この書簡の帰属がペテロであるか、あるいはその神の霊感に自信を保つことができないことに気づきました。これは、ペテロ第二の著者をめぐる議論の複雑さと学界内の多様な視点を浮き彫りにしています。

	キリスト教の初期から、教会が使徒の著作物の無断帰属に対して断固とした姿勢をとっていたことは明らかです。キリスト教の初期数世紀の歴史的証拠は、この不寛容を示しています。例えば、「パウロとテクラの行為」として知られる著作の著者は、そのような行為に対する批判と叱責に直面し、そのような行為に対する教会の不承認を浮き彫りにした。使徒パウロでさえ、テサロニケ人への手紙の中でそのような行為を非難しました(2テサロニケ3:17)。

	『ペテロ第二』の著者としてのペトリンに対する外部からの異議にもかかわらず、内部証拠は著者としてのペテロを説得力のある裏付けを提供している。この内的証言には、第一ペテロとの美的類似点、使徒行伝に記録されているペテロの演説との言語的類似点、およびペテロのスタイルに一致する特定のフレーズ（ペテロ第二 1:1、14; 3:1 など）が含まれます。著者は、イエスの変容の目撃者であり（ペテロ第二 1:16-18）、自分の差し迫った死についてイエスから直接知識を得たと主張しています（ペテロ第二 1:13-14、ヨハネ 21:18 参照）。 。

	しかし、ペテロの著者に反対する人々は、第一ペテロと第二ペトロの違いに基づいて異議を唱えています。これらの反対にもかかわらず、ペテロの著者であることを裏付ける内部証拠は依然として多くの学者や信者にとって説得力があり、聖書学内で進行中の議論を浮き彫りにしています。

	聖書学者の間では、ペテロ第二書はおそらく 2 世紀初頭に書かれたものであり、新約聖書の正典に後から追加されたものの 1 つであるというのが一般的なコンセンサスです。この学術的枠組みの中で、ペトリンの著者であるという主張は、古代世界で一般的に行われていた偽名の一例として理解されています。偽名には、過去の著名な人物に著者の権利を帰属させ、他の人が書いた作品に権威と伝統を与えることが含まれます。

	この視点はほとんどの学者の見解と一致しています。それでも、それは多くの保守派の信念とは乖離しており、彼らは異なる解釈を主張している。注目すべきことに、ムー氏のような一部の保守的な学者は、作者の偽名帰属と無誤性の原則との間の緊張関係を指摘している。彼らの見解では、実際の著者以外の人物に著者の権利を帰すことは、聖書の無謬性に対する信念と矛盾します。

	この意見の相違は、聖書本文の著者と解釈に関する学術界と宗教界の両方における視点の多様性を浮き彫りにしています。これは、聖書の信憑性と権威の問題をめぐる対話と議論が現在も続いていることを強調しています。

	 

	 

	
目的

	クリスチャンが主の再臨を心待ちにしている中、ペテロ第二に伝えられているメッセージは、励ましと霊的成熟への呼びかけの両方として機能します。この手紙の中心テーマは、信仰を強め、霊的成長を深め、迷いにつながる可能性のある課題や誘惑に耐えられる備えをするよう信者に促しています。

	ペテロ第二の手紙の本質を完全に理解するには、論争的な擁護としてと道徳的戒めとして、という 2 つの異なる、しかし絡み合った観点からそれにアプローチすることが不可欠です。論争的な側面において、この書簡はキリスト教共同体内の誤った教えや挑戦に立ち向かい、信仰の中核となる教義を歪曲や逸脱から精力的に擁護している。 2 ペテロは、これらの教義上の脅威に正面から取り組むことで、本質的な真理についての信者の理解を強化し、欺瞞から守ることを目指しています。

	同時に、2ペテロは道徳的な勧告として機能し、クリスチャンに敬虔さ、美徳、忍耐力を特徴とする人生を送るよう促しています。この手紙は、キリスト教徒の旅の本質的な側面として、道徳的誠実さ、試練に直面したときの堅実さ、聖性の追求の重要性を強調しています。 2 ペテロは、その道徳的な教えと勧告を通じて、信仰に一致したライフスタイルを採用し、神の恵みの変革の力を日々の生活に反映するよう信者に呼びかけています。

	論争的かつ道徳的なレンズを使ってペテロ第二にアプローチすることで、読者は初期キリスト教徒の挑戦と、信者の霊的歩みを導く時代を超越した原則についての貴重な洞察を集めることができます。この多面的なアプローチにより、霊的課題に満ちた世界の中で信仰の旅路を歩む現代の信者にとって、この手紙の重要性と関連性をより深く理解できるようになります。

	
執筆日

	ペテロ第二 1:13-15 でペテロが差し迫った人生の旅立ちについて述べていることから、この手紙はペテロの殉教の頃に書かれた可能性があることが示唆されています。興味深いことに、ペテロ第二では、遺言や手紙を彷彿とさせる要素が別個の文学ジャンルとして認識されています（ペテロ第二 1:3-11; 2:1-3; 3:1-4）。これらのジャンルは「文学の種類」と呼ばれることが多く、コミュニケーションと表現の枠組みとして機能します。

	『2 Peter』を他と区別しているのは、別れの遺言の要素と古代の手紙の構造を組み合わせた、著者による革新的なアプローチです。この独特のジャンルの融合により、新約聖書と、より広範な古代ユダヤ文学およびキリスト教文学の集大成の中に、直接の類似点が欠けた形式が生み出されています。

	初期キリスト教の歴史記録によると、ペテロは西暦 67 年から 68 年の間にローマで終焉を迎えました。このタイムラインをペテロ第 2 世の内部証拠と併せて考慮すると、西暦 67 ～ 68 年頃の作曲年代が最も妥当な可能性として浮上します。この一致は、この手紙がピーターの人生の最後の年に書かれたことを示唆しており、彼の信仰と遺産の証として彼の言葉に痛ましい意味を与えています。

	初期の教会の伝統では、ペテロは人生の最後の10年間をローマで過ごしたとされています。しかし、この時期のローマにおけるペテロの存在範囲については学者の間でも議論があります。カルヴィンのように、ピョートルのローマ滞在期間は伝統的に信じられているより短かった可能性があると示唆する人もいるが、彼がローマに住んでいたと主張する人もいる。

	西暦 64 年、皇帝ネロはローマでキリスト教徒の迫害を扇動し、初期キリスト教史において重要な出来事を記録しました。歴史的背景と学術的推定に基づいて、ケネス・ハンナは、ネロの迫害という騒々しい背景の中で、ペテロ第二の執筆時期を西暦65年頃と提案しました。

	パウロによる最後の書簡であるテモテ第二と同様に、ペテロ第二もペテロによる最後の文書として重要な位置を占めています。興味深いことに、両方の書簡には驚くべき類似点があります。それらは初代教会への警告として機能し、キリスト教共同体内での背教と異端の増加を示しています。教会への巡礼中に発せられたこれらの警告は、誤った教えや道徳的退廃の課題に対して警告するものであり、現代の関連性と共鳴します。

	ペテロの戒めは、偽牧師や偽教師によってもたらされる危険に焦点を当てています。同時に、パウロの懸念には信徒の間での異端の脅威も含まれています。両使徒は、教義の逸脱に直面した際の警戒と不屈の精神を訴え、教会内の霊的腐敗との戦いが続いていることを強調している。この類似点は、彼らの教えの時代を超越した関連性を強調しており、絶えず変化する世界で信仰と忠誠の複雑さを乗り越える信者への導きの光として機能します。

	 

	 

	 

	
観客

	ペテロがペテロ第二の中で最初の手紙（第一ペテロ）に言及していると仮定します。その場合、彼が第二の書簡を同じような聴衆に向けて書いたことが示唆されます。ペテロ第一 1:1 に示されているように、ペテロ第二は主に異邦人クリスチャンを対象としていますが、小アジア北部に住むユダヤ人クリスチャンも含みます。歴史的背景と受信者が直面する課題についてのピーターの描写は、この多様なグループの状況と一致しており、彼のメッセージが彼らにとって関連性があり、意味のあるものとなっています。

	そのため、ペテロ第二は「カトリック」（普遍的）書簡の分類には当てはまりませんが、当初はすべてのクリスチャンを対象とした一般的な書簡として機能します。その幅広い範囲と時代を超越した教えにより、さまざまな背景や背景を越えて信者に適用できます。ペテロの手紙は、共通の懸念に対処し、読者に揺るぎない信仰を勧め、キリストに忠実に従おうとするすべての人に導きと励ましを与えることで、特定の層を超えています。

	 

	 

	
相互接続性 

	ペテロ第二 2 章とユダ書、特にユダ 4 章から 18 章の間に見られる類似点のために、いくつかの疑問が生じました。ピーターはジュードの手紙にアクセスできたか、あるいはジュードが第二ピーターのコピーを所有していた可能性があります。どの本が他の本より先に出版されましたか?一方が他方の著作物を使用した可能性はありますか、それとも両方とも同じ場所から情報を入手した可能性がありますか? 『新約聖書序論』の注釈者と著者は、それぞれの著作を通じてこれらの懸念に深く取り組んでいます。追加の説明については、それらを参照してください。

	これ以上言うとこの議論の範囲を超えてしまいますが、教会は時代を超えて、ペテロ第二とユダ第二の両方の完成品を神の霊感による書簡であると認めてきたと言えば十分でしょう。どちらが先かという問題については、楽園に到達するまでは最終的な答えは見つからないかもしれません。ジュードがピーター (またはピーターの代理店) が『第 2 ピーター』を作曲する前に本を書いたという説が、現在、学者の大多数によって信じられています。それにもかかわらず、多くの保守的権威と同様に、私はペテロ第二の優位性がもっと重視されるべきであるとしばしば信じています。

	ペテロ第二書は、新約聖書と旧約聖書の両方の聖書の他のいくつかの本と相互に関連しています。他の聖書テキストとのつながりは、その教えの背景とより幅広い理解を提供するのに役立ちます。ここでは、ペテロ第二と聖書の他の書との相互関連性について詳しく説明します。

	
		
ペテロ第一: 最も直接的な関係は、ペテロの最初の手紙、第一ペテロと関係しています。どちらの手紙も使徒ペテロのものとされており、同様のテーマを共有しています。どちらも信仰、聖さ、試練に直面したときの忍耐の重要性を強調しています。ペテロ第一では苦しみと、クリスチャンが従順で聖なる者として生きる必要性についても言及しており、このテーマはペテロ第二でも続きます。

		
パウロの手紙: 2 ペテロは、パウロの手紙の一部が聖書であることを認めながら、使徒パウロの著作に言及しています (2 ペテロ 3:15-16)。これは、パウロの書簡と初期キリスト教共同体におけるその権威に対する認識を示しています。

		
旧約聖書: 新約聖書の他の多くの本と同様に、ペテロ第 2 章は旧約聖書から広範囲に引用しています。天地創造の記述（ペテロ第二 3:5-6）、洪水（ペテロ第二 2:5）、ソドムとゴモラの滅び（ペテロ第二 2:6-）など、旧約聖書のさまざまな物語や出来事が参照されています。 8)。これらの参照は、ペテロ第二の教えをヘブライ語聖書の基本的な物語や原則と結びつけています。

		
ユダ書: 2 ペテロとユダ書は、内容と言語において驚くべき類似点を共有しています。一部の学者は、これらの著者の一人が他の著者の作品を知っていたか、共通の情報源から絵を描いた可能性があると信じています。どちらの文書も偽教師について言及し、警戒と真のキリスト教の教義の遵守を強調しています。

		
福音書: 福音書から直接引用しているわけではありませんが、2 ペテロは福音書にあるイエスの教え、特にキリストの再臨について反映しています。主の再臨の日の概念と準備の必要性は、福音書における主の再臨に関するイエスの教えと一致しています。

		
預言書: 2 終末と新しい天と地についてのペテロの議論は、イザヤ書、エゼキエル書、黙示録などの本の預言的な描写に基づいています。神の最終的な裁きと万物の刷新という考えは、さまざまな預言書の中に共通しています。



	要約すると、ペテロ第二は、共通のテーマ、聖書への言及、神学的概念を通じて他の聖書本文と相互に結びついています。第一ペテロ、パウロの著作、旧約聖書、ユダ書、福音書、預言書とのつながりにより、聖書のメッセージが豊かになり、聖書内のより広範な神学的文脈が提供されます。これらのつながりは、読者がペテロ第二の教えがキリスト教信仰のより大きな物語にどのように適合するかを理解するのに役立ちます。

	 

	
2 ピーターを理解する

	第一ペテロと第二ペテロはどちらも、クリスチャンの信仰を強めるためにペテロによって書かれました。これらの書簡は、「兄弟たちを強めなさい」というペテロに対するイエスの命令に対する従順の表明として書かれています（ルカ22・32参照）。各手紙は、試練や課題の中での堅固さの基盤としての神の恵みに特に重点を置き、キリスト教の本質的な信念と実践を信者に思い出させるのに役立ちます。

	ペテロ第二 3章1節によれば，両方の手紙が同じグループの受信者に向けて書かれたものであることが明らかです。最初の手紙は「苦しみ」に焦点を当て、信者が逆境にどのように対応すべきかを強調しているが、二番目の手紙は「偽教師」の問題を掘り下げ、教義の歪みを警告し、真実と誤りを区別する際の警戒を促している。両方の手紙を通して、神の恵みが依然として中心テーマであり、あらゆる試練や艱難を通して信者を支え、力を与えるのにその恵みが十分であることを強調しています。

	ただし、2 つの書簡間の微妙な対照を認識することが重要です。ペテロ第一の結論は、信者たちに「[恵み]の中にしっかりと立ちなさい」(5:12)と勧め、神の恵みの中に見られる堅固さと安定性を強調しています。対照的に、ペテロ第二の結論は信者に「恵みの中で成長しなさい」(3:18)と促し、神の恵みの領域内で霊的な成熟と発展が進行中であることを強調しています。最初の手紙は神の恵みの中にしっかりと留まり続ける必要性を強調していますが、二番目の手紙はこの概念を拡張して、恵みの継続的な成長と進歩の不可欠性を強調しています。

	最終的に、両方の書簡は相互に補完し合い、クリスチャンの旅、つまり神の恵みへの揺るぎない信頼、逆境に直面した不動心、継続的な霊的成長と成熟への取り組みを特徴とする旅についての包括的な視点を提供します。

	、神の真の恵みを受ける者に固有の義務に従って生きるようにという呼びかけとして要約できます。具体的には、このメッセージは信者に対し、神から発せられる恵みにしっかりと留まり続けるよう促しています。

	この手紙の中で、クリスチャンが利用できるリソースとそれに伴う責任に光を当てる、いくつかの重要な啓示が明らかになりました。まずピーターは、信者は特権と義務を意味する神聖な資源にアクセスできることを強調しています。これらの資源の中で最も重要なものは神から与えられた力であり(1ペテロ1:3)、神を敬う人生を送るために必要なすべてを備えています。

	この神の力により、信者は信仰と従順に導かれ敬虔に生きることができます。信者が聖書を通して神についての理解を深めていくにつれて、神の御心に従って生きる能力が広がります。聖書を熱心に研究することによって、人は神の性格と目的についての洞察を獲得し、神とのより深い関係を促進します。

	重要なことは、この神への意識の高まりは、継続的な信頼と従順を特徴とするライフスタイルに変換されるべきであるということです。神への献身を堅固に保つことによって、信者は利用可能な資源を効果的に活用し、神の恵みの受け手としての責任を果たすことができます。このように、ペテロのメッセージは、神の権限と人間の反応との間の切り離せないつながりを強調し、神の恵みに沿って生きることの変革的な影響を強調しています。

	私たちの霊的な活力、つまりエネルギーはクリスチャン生活の重要な側面であり、神の力によって大きく変化する可能性があります。ヨハネ 10 章 10 節に述べられ、ヤコブの著書でも繰り返し述べられているように、神は私たちがキリスト教信仰に活気に満ちて積極的に参加することを望んでおられます。逆に、霊的な無気力は、神が私たちに意図されているダイナミックな人生とは対照的なものです。

	私たちに与えられた神の力(1ペテロ1:3)を通して、私たちは人生の中で神の素晴らしさを明らかにすることができます。ペテロが変容の際にイエス・キリストに現された神の荘厳な栄光を見たように(1ペテロ1:17)、神もまた、ご自分の栄光がすべての信者の生活の中に明らかに表れることを望んでおられます(2ペテロ3:18)。私たちの霊的生活のエネルギーは神の偉大さを反映しており、私たちの内で働いている神の変革の力を証しています。

	イエス・キリストの生涯と宣教は、キリスト教信仰に内在する活気と活力の典型的な例となっています。逆境に直面したときの彼の揺るぎない忍耐力と神の王国に対する熱烈な情熱は、霊的健康の本質を体現しています。

	熱意と興奮は私たちの霊的な旅の重要な側面ですが、確固たる忍耐と忍耐力によって補完されなければなりません。真の霊的活力には、試練や課題の中でもキリストに忠実に従うという根深い決意が含まれます。私たちの内に宿る神の力を活用するとき、私たちは神の栄光を輝かせ、神の変革の愛を世界に反映する人生を送る力を与えられます。

	神の力は私たちの霊的な活力だけを超えています。また、人生のあらゆる側面における私たちの行動や行動にも大きな影響を与えます。私たちが行為について話すとき、私たちは自分の考え、言葉、行動においてどのように自分自身を運ぶか、つまり何をすることを選択し、何を控えるかを指します。神の望みは、私たちが単に輝かしいクリスチャンになることではなく、私たちの生活全体において神のご性質と美徳を体現する敬虔なクリスチャンになることです。

	逆に、敬虔さの欠如は、道徳的に反抗的で霊的に汚れた行動につながります。ペテロは手紙の第 2 章でこの対比を取り上げ、神の基準から逸脱した偽教師の欺瞞的で破壊的な行為を強調しています。
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